
高温超伝導テラヘルツ波発振デバイスの液体窒素動作 

High-Tc superconducting terahertz emitters working in liquid nitrogen 
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メサ状構造に加工した高温超伝導体 Bi2Sr2CaCu2O8+δ（Bi2212）の固有ジョセフソン接合系に

DC バイアスを印加し共鳴ジョセフソン電流を励起することで、単色で連続なテラヘルツ波が発振

する[1]。高温超伝導体の大きな超伝導エネルギーギャップと高い超伝導転移温度によって、従来

の金属超伝導体では不可能な１THz 以上のテラヘルツ波帯域での発振と、液体窒素冷却での使用

が期待できる。前回の講演で、メサ部で生じるジュール熱の放熱性を高めたデバイスにおいて 80 

K まで発振が観測できること、および低温度での発振特性の観測から高次モードでの発振の可能

性を報告した[2]。今回の講演では、液体窒素冷却での発振特性を中心に報告し、広い温度範囲で

の発振スペクトルを紹介する。 

右図は、液体窒素中に置かれた発振デバイスの電流電圧特性と、放出されるテラヘルツ波をキ

ュプロニッケルパイプを通して室温に導き、ショットキーバリアダイオードにて検出した際の結

果を示している。直流バイアスに矩形電圧

を載せて発振強度を電子変調し測定してお

り、ノイズ電圧は 0.15 μVである。発振周

波数はフーリエ変換赤外分光装置にて測定

し、バイアス条件に依り 0.39～0.43 THz で

あった。55K 以下の低温域では高次モード

での発振が観測された。 

本研究によって発振と検出を完全にヘリ

ウムフリーで行うことが可能になったこと

で、小型軽量で使いやすいテラヘルツ光源

の実用化に向け一歩前進した。 
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